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GAP理解度･実施内容確認書

1．食品安全の確保のために必要だと考える取組（２つ以上）

2．環境保全のために必要だと考える取組（２つ以上）

3．労働安全のために必要だと考える取組（２つ以上）

4．人権保護のために必要だと考える取組（２つ以上）
※ 従業員を雇用している場合、記載すること

5．農場経営管理のために必要だと考える取組（２つ以上）

実施内容課題の理解

・
・

✤民間団体による第三者認証を取得している場合は認証書の写し等の提出をもって、「指導･研修」や「GAP理解度･実施内容確認書」の提出を
省略できます。

左記の各項目に記載した取組事項ごとに、
実際に取り組んだ内容を記載してください。

指導または研修で学んだ内容に基づいて、あなたに
とって必要な取組、課題を記載してください。

・
・

・
・

・
・

・
・

取り組んだこと

・
・

取り組んだこと

・
・

取り組んだこと

・
・

取り組んだこと

・
・

取り組んだこと

・
・

✤農業者団体において統一した取組を行う場合は、団体で「GAP理解度･実施内容確認書」を１枚提出することもできます。

① 民間団体による第三者認証を取得している場合
すでにGAPに関する知識を有し、実施しているので、要件を満たしています。認証書の写しの提出が必要です。

② 民間団体による第三者認証の取得準備中の場合
GAPに関する知識を習得中であり、実施に移行していると考えられるので、要件を満たしています。認証取得準備中であることがわかる書類の提出が必要です。

「GAP理解度･実施内容確認書」は、原則として、本交付金を受ける支援対象農業者ごとに提出していただきます。
ただし、団体内で統一した取組を行う場合は、団体で1枚の提出でもかまいません。
なお、国際水準GAPに関する指導・研修を受けることや取組の実践は、代表者だけではなく、構成員の皆さま全員が行っていただきます。
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